
 
 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 令和元年８月５日  
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●お知らせ - とりりんサマースクール2019開催- 
 今年度も8月19日から23日までの5日間、夏季学童保育「とりりん

サマースクール2019」を開催します。学年暦や開催場所の利用状況

により、夏休みの一部しか開催できませんが、今年度も多くの教職

員に申し込んでいただきました。大学ならではの体験や施設見学、

大学バスを利用した県内施設の見学などを予定しており、現在鋭意

準備をすすめております。教職員のワークライフバランスの一助と

なるよう取り組んでまいります。 

この号の内容 

◆お知らせ 

◆活動報告 

◆室員紹介 野上敏材 准教授 

◆お役立ち情報    

今後の予定 

8/19-23 とりりんサマースクール2019 

9/17 英語論文セミナー 鳥取地区 

9/24-25 女子学生のための企業見学会 

 

 

 

●活動報告  - ダイバーシティセミナーを開催しました - 

男女共同参画週間の関連イベントとして、６月２８日(金)に、

早稲田大学ＧＳセンターの大賀一樹氏をお迎えし、ダイバーシ

ティセミナー『ＬＧＢＴＱの学生に対する配慮、支援について』

を開催しました。 

セミナーには、中島学長をはじめ、直接学生と接する大学、支

援学校教員、学生部職員などが参加し、米子キャンパスと中継し

て行いました。 

大賀一樹氏は、臨床心理士として、東京都の公立学校スクール

カウンセラー、早稲田大学においては、国内初のセクシャルマイ

ノリティ学生支援の部署であるＧＳセンターに専門職員として従

事しながら、ジェンダー平等社会の実現を目指して幅広く活躍し

ていらっしゃいます。 

受講者より「他大学の組織化された先進的なとりくみについ

て学ぶことができ良かった」との感想があった一方、「『学生

から相談がないから（ＬＧＢＴＱの学生は）いない』という意

見をよく聞くが、そうではないことをしっかり皆が認識する必

要がある」「教職員の出席者数が少ない。教職員の意識が低い

ためだと思う。今後のためにも意識を高めるような工夫が必

要。」との意見をいただきました。 

セミナーは、大賀氏自身のセクシュアリティについてや、早稲

田大学でどのようにしてＧＳセンターが設立されることになった

のか、ＧＳセンターではどのようなことを行っているのか、ま

た、ＧＳセンターでＬＧＢＴＱの学生からどのような相談がある

のかなど、本学で今後支援をすすめていく上で、大変参考となる

ことをお話しいただきました。 

ダイバーシティセミナーに先立ち、推進室員を対象としたセミナーの中

で大賀氏は、学生からの意見を聞きボトムアップすることも大切ではある

が、ボトムアップは組織を動かすにはどうしても時間を要してしまう。

トップダウンで進め、大学が動いていることを示すことも重要であると意

見をいただきました。 
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    (※旧男女共同参画推進室ＨＰにて仮運用中） 
 

室長：細井 由彦 理事  

専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

  

★室員紹介 野上 敏材さん  工学部化学バイオ系学科 准教授 

★お役立ち情報  -英語論文セミナー を開催します- 

 毎年多くの方に参加いただいている英語論文セミナーを今年も下記日程にて開催します。 
 

◆鳥取地区 

 日時：９月１７日（火） 

    ①工学系    １３：００～１４：３０ 

    ②生物・化学系 １４：４５～１６：１５ 

 会場：広報センター スペースＣ 

◆米子地区 

 日時：１０月９日（水） 

    ①医学系    １５：３０～１７：００ 

    ②医学系    １７：１５～１８：４５ 

 会場：総合教育棟２階 共用会議室２ 

 

   講師：株式会社ユー・イングリッシュ 

   代表取締役 中山 裕木子 氏    

はじめまして。今年度4月から室員を務めています。「普通」や

「常識」を疑うことは研究にも通じる重要な思考回路です。室員

として経験を積み、様々な視点からも物事を考えられるようにな

りたいと思っています。専門は有機合成化学です。オリゴ糖の合

成や電解反応開発を１０年以上続けています。 

６月に香港で開催された会議中、“The GRC Power Hour”と名付けられた 科学研究におけるダイ

バーシティ推進のためのグループワークに加わりました。アメリカ人同士の議論に割って入るのは

無理でしたが、皆が大変真剣に考えているのが良く分かりました。私たちのグループは「バイアス

（偏向・偏見）」について議論しました。誰しも思考にはバイアスがかかっていますが、自分の意

見や判断にバイアスがかかっていることは気づきにくく、バイアス解消の特効薬はありません。時

間はかかりますが、他人との議論を通じて自らのバイアスに気付くことが大切という結論に至りま

した。 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

参加希望の方は、以下ダイバーシティキャンパス推進室までメールにてお申込みください。 


